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原資料研究を受け継ぎ、1968 年及び 1974 年にエングラーが『講義』とそれに
対応する学生ノートやソシュールのノートの一覧（エングラー校訂版 Cours de






B ：ブシャルディのノート（第 2回） R：リードランジェのノート
C：コンスタンタンのノート　　　　 S：セシュエ夫人のノート（第 3回）
D：デガリエのノート（第 3回） N：ソシュールによる講義メモ
G：ゴウチエのノート（第 2回） SM：原資料（Godel, 1969）の対応箇所
J：ジョゼフのノート（第 3回）




























































方法に導入した、そして F. de ソシュールは、デュルケームとは無関係に、一般言






























止めた J.カラーはソシュールとデュルケームに S.フロイトを加えた 3 人の同


































































まずは、デュルケームの『社会学的方法の規準』（『基準』）Les Règles de la









行為者への外在性 exteriority および拘束 constraint によって特徴づけられるも



























て生じた「集合的あるいは共通的意識」conscience collective ou commune
(Division : 46) に基づく連帯関係 solidarité である。社会的連帯は集団に統一を
































































料の学生ノートにも見出されるものは 5 例であり、1 例は編者による創作であ
った（8）。この用例と学生ノートを対応させると次のようになる：
用例 1.「言語は社会的事実である」（CLG : 21）




—(2). 「社会的行為は相乗的に作用するする個々人 individus additionn 市
のうちにしか在り得ない。あらゆる社会的事実に対してと同じよ














































ない。（ibid., N22.1, 141 : 28）
言語活動において「個人の意志を越えたところに置かれる部分すなわち社会

























第 3 章 言語学の対象 18 回（11）
第 4 章 言語の言語学と言の言語学 1 回
第 6 章 書による言語の表記 1 回
第 2 章 記号の不易性と可易性 17 回第 1 部　一般原理
上の表を一瞥すれば、『一般言語学講義』における用語「社会的」の使用頻

















皆の使用によって認められていないものは何もないのだから。（ibid., I R 2.23/SM I





第 3 章 静態言語学と進化言語学 2 回





















































( 1 ) この指摘は、ドロシェフスキが言語（ラング, langue）概念はデュルケームの
影響を受けており、発話（パロール, parole）概念は G.タルドの影響を受けている
としたこと（cf. Doroszewski, 1969[1933]: 108）からきていると考えられる。ドロ
シェフスキはそう考えることができるという根拠に、A.セシュエの紹介により、
ソシュールの講義の聴講者であり速記者であった L.カイユ Louis Caille から、ソ
シュールがデュルケームとタルドの論争に関心を示していたことを確認したとし
ている（cf. Doroszewski, 1962, note.1: 105）。
( 2 ) メイエはあくまでもソシュールに対するデュルケームの影響を否定したので
あって、言語概念と社会的事実との思想的類似を否定するものではない。（cf.
Meillet, « Le développement des langues », LHLG, t.2 : 72-73）
( 3 ) ケルナーはこの証言を例に挙げ、ソシュールがデュルケームと一緒に仕事を
していたメイエから間接的に社会学の概念を取り入れたという可能性を否定して
いる。（cf. Koerner, 1988: 62-70）




だからである。T.パーソンズもまた、デュルケームがこの用語 « fact » を
« phenomenon » と明確に区別しないで用いていることを指摘する。（ cf.
－ 37 －
ソシュールとデュルケーム
Parsons,1949 : 356-357、特にこの区別については、ibid., « Note on the Concept
“Fact”» : 41-42）
( 5 ) 例えばデュルケムの論敵であったタルドも、同じ「社会的事実 faits sociaux」
という語は用いているのだ。p. ex., « ..., dans les faits sociaux,... » (Tarde, 1924[1886] :
102), « ... à une philosophie des faits sociaux? » (Tarde, 1890 : 1), « ..., c’est la direction
des faits sociaux qui... » (Tarde, 1895 : 89), etc.
( 6 ) cf. Division, « Conséquences de ce qui précède », III : 336-342)。この節では、社会
の概念が個人の概念に先行すると主張される。
( 7 ) もちろん、「個人的なるもの」のすべてが捨象されるわけではない。しかし、
「デュルケームの議論の「個人」は[中略]具体的な実在体ではなく理論的抽象であ
る。単純な意味で、それは他の人間存在とどのような社会的関係も決して持たな
かった虚構的人間である」。（cf. Parsons, 1949: 355）
( 8 ) 断章 1286 のみ対応する学生ノートに fait social の記述は無い。代わりに G





( 9 ) cf.「言語は観念を想起する記号の総体である」（ibid., J5, 276 : 46）、「言語とは
結局なんであろうか。どんなことよりも先に、それは記号の体系である」（ibid.,
B7, 283 : 47）
(10) 「言語とは我々にとって、その存在が個人に言語活動の能力の行使を可能に
するところの社会的産物であろう」（ibid., D172, SM III 111, 158 : 31）
(11) この章において 1 度だけ、「記号は社会的に socialement 研究されるべきであ















るラング概念の解釈が挙げられる。（cf. 末永, 2005, « 1ère partie » : 29-85）
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